
 
 
 

北仲通北地区開発計画案について 

 

北仲通北地区については、昨年１２月に北仲通北地区市街地再開発協議会から地区

計画の変更に関する要望が提出されました。今後、地区計画の変更手続きを行ってい

きますが、本地区の魅力的な景観を形成するため、地区全体の景観形成及び建築計画

の景観的な視点からの審議をお願いするものです。 

まず、今回の審議会では、これまでの経緯及び事業計画の説明を行います。次に、

３月上旬に、再度都市美対策審議会を開催し、本日の議論を踏まえ、横浜市と協議会

が調整した案について再度審議をお願いするものです。 

 

【横浜市説明】 

１ 北仲通北地区開発誘導に関する主な協議経過等について･･･資料２－１ 

 

 

２ 都市美対策審議会の位置づけ･･･資料２－２ 

 

 

【協議会説明】 

３ 地区全体の景観形成の考え方･･･資料２－３ 

 

 

４ Ａ－１，Ａ－２地区の考え方･･･資料２－４ 

 

 

５ Ａ－３、Ａ－４地区の考え方･･･資料２－５ 

 

 

【横浜市説明】 

６ 北仲通北地区開発計画（平成１８年１２月）案に関する横浜市の考え方 

･･･資料２－６ 

 

 

 

資料２ 



１ 北仲通北地区開発誘導に関する主な協議経過等について 
 

時 期 項 目 
H10 年 北仲通北地区事業化研究会発足（地権者・横浜市） 

H12 年 地権者による再開発協議会設立。開発計画の検討が始まり、臨港地区解除の要

望書が協議会から横浜市に提出される。 

H14 年 都市計画の推進に関する要望が協議会から横浜市に提出される。 

H16 年 5 月 現在の地区計画の都市計画決定（告示） 

都市再生機構団地の建替及び地区全体の計画的・一体的な土地利用を目指す

こととし、開発計画の具体化までは以下の土地利用規制を行うこととなる。

機構団地→建替可能な商業地域並用途の指定 

     容積率は現行どおり 400％  高さ制限は 45ｍまで 

民 有 地→暫定的な土地利用に限定する用途指定 

容積率は現行どおり 400％  高さ制限は 20ｍまで 

H16 年 12 月～ 

H17 年 3 月 

横浜市としての北仲通地区の開発誘導の方向性について、横浜都心部の各種施

策等との整合を図るため、有識者意見等をもらいながら検討・整理する。 

（→「北仲通地区まちづくりガイドライン」としてまとめる） 

【横浜都心部における各種施策等】 

［１］（仮称）ナショナルアートパーク構想 

［２］横浜都心部における都心機能のあり方 

［３］クリエイティブシティ横浜の実現に向けた文化芸術活用実験事業 

［４］歴史的景観保全 

 

H17 年 4 月～ 「北仲通地区まちづくりガイドライン」について横浜市から協議会に提示する。 

【まちづくりの目標】 

〔１〕都心機能の強化による都心部の再生（雇用創出・経済活性化） 

〔２〕文化芸術を中心とした創造都市づくり（馬車道創造界隈の形成） 

〔３〕開港の歴史を継承した魅力づくり 

〔４〕ウォーターフロントの再生による魅力づくり（みなと横浜の再生） 
 

※ 協議会において開発計画フレーム案の具体化が検討される。 

協議会より開発計画フレーム案が横浜市に示される。【右図３月時点参照】 

横浜市として開発計画フレーム案の概ねの方向性について確認し、協議会にお

いて開発計画の具体化が進められることとなる。 

「関内地区都市景観形成ガイドライン」の運用を開始 

環境アセスメント手続きを開始 

土地区画整理に関する協議を開始 

歴史的建造物の保全・活用に関する有識者意見等を踏まえた協議を開始 

H18 年 3 月～ 

 

 

4 月

5 月

7 月

9 月

12 月 協議会により周辺への事業説明会が行われる。また、協議会から開発計画案及

び都市計画変更要望が横浜市あて提出される。【右図１２月時点参照】 

H19 年 1 月～ 都市美対策審議会において都市景観形成に関する審議を開始する。（今回） 

 

 
 
 
 

H18 年 3 月 開発フレーム案 時点 

H18 年 12 月 開発計画案（今回） 

資料２－１ 



２ 都市美対策審議会の位置づけ 
 
（１） 開発計画全体評価との関係性 
 ◇ 都市計画フレーム 
 容積率や高さの最高限度、導入用途の評価（容積率加算や住宅容積率の加算ルール等）の仕組

み、高さ緩和と都市景観的配慮の仕組みなどの地区計画への組み込み等について、都市計画審議

会で専門的見地から審議する。【根拠法：都市計画法】 
※ なお、具体的な建物の形態・意匠について、都市景観的視点から良好な計画であると、市長

が都市美対策審議会に意見を聞いた上で認めた場合に、都市計画で定める最高限度まで高さ緩

和が可能な仕組みとしている。（山下公園通り地区計画などに既に同様の位置付けあり） 
 
 ◇ 歴史的資産の保全・活用等 
 歴史的資産の保全・活用等の具体的内容について、歴史的建造物等に関する専門家の会議で専

門的見地から審議する。【根拠法：なし・・・任意】 
 ※ なお、歴史的資産の保全・活用等の内容に応じて、容積率加算が可能な仕組み（容積認定規

準）を導入する。 
 
 ◇ 都市景観形成 
 高層棟や低層棟により作り出される景観、歴史的資産の保全・活用等により作り出される景観

など、地区全体としての都市景観形成に関する事項や、個別建築の形態・意匠などの景観的視点

について、都市美対策審議会で専門的見地から審議する。 
【根拠法：都市計画変更手続段階は任意、都市計画決定後は都市計画法】 

 
（２）今回の都市美対策審議会審議の位置づけ 
 北仲通北地区の開発誘導にあたり、都市計画で定められる地区計画の手続段階では、実質協議調

整が難しい「都市景観形成の考え方等」について、あらかじめ都市計画手続と併行して協議を行う

こととして、現在までの開発協議に基づいて位置づけたもの。 
併せて、先行する街区の個別建築形態・意匠についても、条例化に先立って審議するもの。 

都市計画審議会 
 

【審議事項】 
都市計画フレームの設定 
（容積率・高さ・用途） 

歴史的建造物保全活用調整会議 
 

【審議事項】 
 歴史的資産の保全・活用等の評価 

都市美対策審議会 
【審議事項】 
◇ 都市景観形成の考え方等を評価【都市計画段階】 
（※先行する建築形態・意匠についても評価） 

◇ 個別建築の形態・意匠等を評価【建築計画段階】 

■ 事務フロー 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜市 

◇北仲通地区まちづくりガイドライン 

【都市計画審議会】 

都市計画決定 

地区計画の条例化 

開発事業者 

開発計画案の提案 
都市計画変更要望 

説明会・縦覧・公聴会 

 
 

開発計画の詳細検討 

開発フレーム案の検討 

 
開発計画案の検討 

 
（地元説明会開催） 

〈都市計画フレーム〉 

 
〈都市景観形成〉 

 
〔地区計画で定める項目〕 

◇容積率や高さの最高限度 
◇容積加算や導入用途評価

の仕組み（認定基準） 
◇高さ緩和と都市景観的配

慮の仕組み（都市美の位置

づけ） 

開発フレーム案の確認 協議・調整 

【都市美対策審議会】今回 
◇都市景観形成の考え方等 
◇先行する街区の 

個別建築形態・意匠等 
（※条例化を見据えた審議） 

〔都市計画段階評価〕 

◇都市景観形成の考え方等 
 
〔建築計画段階評価〕 

◇個別建築形態・意匠等 

【都市美対策審議会】条例化後 

◇個別建築形態・意匠等 

都市計画変更素案作成 都市美への提案 今回 
〔都市計画段階〕 

※開発協議に基づく任意手続 

都市美への提案 
〔建築確認段階〕 

※都市計画法に基づく手続 

◇関内地区都市景観形成ガイドライン 

歴史的資産の保全・活用等 協議・調整 

資料２－２ 
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北仲通北地区開発計画（平成１８年１２月）案に関する横浜市の考え方 

 

■ 全体としての本市の現在評価 

まちづくりガイドラインの主な誘導項目 協議会提案及び本市の現在評価 

〔１〕都心機能の強化による都心部の再生 

（雇用創出・経済活性化） 

【主な項目】 

◆国際競争力のある業務・商業等用途の導入による雇用

の場の創出 

◇誘導用途(業務・商業等)導入量 200％目標 

◇就業人口≧居住人口 

◆周辺地区とのにぎわいの連続、共存を図る商業系用途

の導入 

◆横浜らしい都心居住の誘導 

 ◇良質なストックとなる住宅整備（賃貸など） 

◇都心部住宅急増問題への協力体制 

 

〈提案内容〉 

◇誘導用途導入量 約 200％超 

◇就業人口 約 5,300 人 

居住人口 約 5,000 人 

 ※就業・居住とも新規発生人数 

【現在評価】 

都心機能強化に重要な「誘導用途導入量」や

「人口バランス」について、目標を達成してお

り、十分な評価ができる。 

☆主な課題 

◇導入する業務・商業の質の確保 

◇周辺と共存する商業用途の具体化 

〔２〕文化芸術を中心とした創造都市づくり 

（馬車道創造界隈の形成） 

【主な項目】 

◆（仮称）ナショナルアートパーク構想などを実現する

文化・芸術・教育系施設導入による拠点形成 

 ◆持続可能なエリアマネジメントの実現 

 

 

 

〈提案内容〉 

◇ｱｼﾞｱﾃﾞｻﾞｲﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰの実現 

【現在評価】 

文化・芸術・教育系施設の導入が想定されて

おり、概ね評価ができる。 

☆主な課題 

◇導入施設の具体化及び持続可能な運営形態

等の具体化 

〔３〕開港の歴史を継承した魅力づくり 

 

【主な項目】 

◆ミナト横浜の歴史の記憶を残すまちづくり 

歴史的建造物・土木遺構の保全活用 

帝蚕倉庫、帝蚕倉庫事務所、帝蚕ビルディング 

万国橋ビル、歴史的護岸など 

 ◆ミナトと都心を結ぶビューコリドーの保全・形成 

 ◆栄本町線・万国橋通り沿いの連続的な街並み景観形成 

 

 

 

 

 

 

〈提案内容〉 

◇保存活用、一部復元保存、復原保存 

帝蚕倉庫１棟、帝蚕倉庫事務所１棟 

  帝蚕倉庫１棟（柱梁等の保存活用） 

  歴史的護岸（復原保存） 

※万国橋ビルは引き続き取組検討 

 ◇ミナトへの通景空間の確保等 

【現在評価】 

保存活用・復元保存など概ね評価ができる。 

（別途会議にて評価中） 

☆主な課題 

◇保存方法等の具体化や文化財指定等による

永続的な保存活用の実現化 

◇景観的課題（右ページ参照） 

〔４〕ウォーターフロントの再生による魅力づくり 

（みなと横浜の再生） 

【主な項目】 

◆水際線プロムナード 

 ◇２４時間開放された空間の確保 

 ◇快適性やイベント等開催可能な空間の確保 

 ◇護岸の保全などと連携した空間づくり 

 ◇プロムナードに面した建築物のデザイン 

 ◆ＭＭ地区と関内地区をつなぐスカイライン形成 

〈提案内容〉 

◇２４時間開放されたプロムナード 

◇護岸復原保存による歴史的景観継承 

【現在評価】 

歴史的護岸の復原や水域に面したプロムナ

ードが提案されており、十分に評価ができる。 

☆主な課題 

◇プロムナードに面した建築物のデザイン等

のルール化 

 

 

■ 都市景観に関する課題 

 

  本計画案については、次のような課題があると考えられます。 

 
１ 景観面での影響の大きい超高層部について、全体的まとまりとシンボル性創出や周辺

地区との連続性確保などのため、４棟相互の関係や北仲南地区超高層ビルや周辺地区と

の関係、壁面デザインなどの基本的考え方の整理、ガイドラインやルールの作成が必要。

さらに、これらを実現するための協議調整システムが必要。（参考：みなとみらい２１

地区の街づくり基本協定などによるクィーン軸の魅力的なスカイラインと色彩景観創

出、歩行者軸やビスタの確保、および協議会事前協議やデザイン調整会議） 

 
２ A-4 地区の計画案が幅９６ｍの超高層建築であるため、近接する地区への圧迫感や海

岸通りと平行する軸方向からの景観への影響などの課題がある。なお、この点は協議会

と本市とで合意した本年３月時点の協議会案（Ａ４地区）より大きくなっている。 

 
３ 本計画案については、周辺地区などから巨大な壁のようで圧迫感があるなどの課題を

指摘され、「地元と協議して欲しい」、「周辺地区との連続性・回遊性を工夫して欲しい」、

「圧迫感などの解消とともに、横浜の歴史・文化風土にあったデザイン検討を」などの

要望が寄せられており、こういった点からの検討が必要。 
 

 

 
 

 

資料２－６ 

96m 海岸通りからの
景観 
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